
216 

学会記録

国際経済と港の動向

第23回全国大会（名古匡港）シンポジウム概要

昭和59年度名古屋大会のシンポジウムは首記論題の研究発表iζ対する質疑応答をも

とにして行われたが．乙 ζにその要点をとりまとめて収録するものとする。

報告テー？と発表者ならびに予定討論者は次のとおりであり．司会は藤井隆氏（名

古屋大学）であった。

＜テーマ・報告者・討論者＞

(1) 国際海運の変化と港湾

（大阪市立大学）柴田悦子 （関西大学）東海林滋

(2) 自動車産業による資本輸出と港湾

一世界資本主義の現段階一

（港湾都市情報サービス）千須和富士夫 （函館大学）和泉雄三

(3）外部環境の変化と港湾経営

（東京大学）岡野行秀 （名古屋コンテナ埠頭）紅村文雄

(4) 国際化の中の産業の発展と港湾

（名古屋港管理組合）日比野光伸 （明治学院大学）岡崎不二男

(5）世界経済の中の日本経済

一港湾経済の背景一

（神戸大学）片野彦二 （名古屋市立大学）松永嘉夫

(6) 国際海上輸送革新と港湾管理

一名古屋港の場合一

（名古屋港管理組合）原口好郎 （名古屋大学）井関弘太郎

藤井 ただいまからシンポジウムを開催します。諸先生方から，多岐にわたるど報

告乙議論がありま したが，それらをふまえた上で．テー＜lとふさわしい討論を，と思

いますのでよろしくお願いします。それでは東海林先生から。

東海林：柴田先生のと報告になった国際複合一貫輸送の港湾に対する影響に関して．

私なりの意見を言わせて頂きたい。私は柴田先生の視点、の他IL，港湾サービス諸提供

者に対して．中進国の追いあげ ・便宜置籍船・複合一貫輸送の問題などがいかに影響

するのか．また影響する側の方も少し細分化して．船の国籍・船会社・コンテナ化と

か技術的変化とかによって．どう変るかという視点を加えたいのです。在来の公共ふ

頭を有する港湾管理者は大きく影響されるが，案外．港運業者は．転換が容易なと乙

ろがあるのではないでしょうか。各々に影響を受けると乙ろが違う場合があるのでは
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なし、かと思うのです。

船につきまして．もう一つ大きな柱は．運送システムでありまして，現在．インダ

ストリアル ・キャ リアの色彩が強い、そういうものが．港湾サービス提供者にどう影

響を及ぼすのか目そして複合一貫輸送が，各々にどう影響するかというふうに．枠を

作って考えてもいいように思われました。一つの捉え方といいますが．海運と港湾と

の関係を考えるやり方を申し上げたわけでございます。

藤井 次iζ和泉先生から千須和先生K対しお願いします。

和泉 ：直接投資という乙とで目自動車産業を中心K，実証的分析をされていますが．

発展途上国に対して．直接投資がどう行われているのか説明して下さし、。第二に．日

本の自動車産業の資本輸出は．日本の従属性をもった下請制度をも同時に“輸出”し

ているのか．第三K.関連しますが．日本は自動車産業の資本輸出を．独自性を主張

しながら．国際独占資本と闘いつつ行うべきだという乙とでした。乙の独自性とは何

でしょうか。

千須和 ：松浦先生の乙質問と合わせて答えます。第l点．発展途上国．例えばタイ

やインドネシアの場合．現地生産は．商用車が一番普及し利用も多い。また.ASE 

ANKおける自動車開発では．アジア ・カー構想という．自動車を規格化して同地域

の中で類型の車の普及をはかり．国際的分業で生産をするという構想があります。と

乙ろが各国とも工業生産の格差があるために．現在停滞中です。

2点目．下請関係の“輸出”の問題ですが．資本進出の条件は．現地市場の確保如

何Kあるのであって，低賃金が条件ではありません。採算性についてはむしろ ，下請

関係ではなく市場確保と．その国の工業化による需要拡大の要素をつくると乙ろにあ

るようです。

3点目．日本資本主義の独自性とは何かという問題を含めた乙質問ですが目わが国の

場合では明治以降．欧米の援助のもとκ．東南アジア地域への支配を伸ばしていった
乙とが．歴史的K明らかになっています。各国とも民族的な資本成長を土台とした資

本の運動が当然ある。だから各々に独自の発展がある。開発途上国でもその条件が全

くないとは言えませんが．現在のと乙ろ．技術先進国による市場分割の段階にあると

言えるでしょう。

藤井 それでは．岡野先生に対して紅村先生．どうぞ.0

紅村・ わが国の港湾経営の特徴は．施設面では世界有数の水準にありながら．運営

管理・経営は行政がやるものだという ，かなり安易な形態にあると思います。それを

考えますと．岡野先生の港K対するど報告は．核心をついたものだと存じます。ただ

論拠として引用された．昭和58年度運輸白書の．主要8港における．企業会計方式に

よる財政収支の推移でございますが，乙れは非常に問題がありまして．収支を比較す

るにあたり．費用の方に原佃l償却費に計上されるべき建設費や管理費まで包括されて
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おりますので．果して収支の実態を反映していると言えるかどうか。それだけに．乙

の資料だけで一つの結論を出せるか疑問に恩われます。運輸省は．昭和53年度以降．

別の資料を作成していますが．乙の方が実態的です。

岡野： 乙指摘の点について．もう少し勉強したいと思います。

藤井： それでは日比野先生に対して．悶崎先生どうぞ。

岡野 ：第二節の主張の部分が少し短絡的な気が致しました。仔細な分析をしている

学者もおりますが．工業化率の上昇と．輸出総額IC占める第2次産業製品のシェアー

の上昇とは．必ずしも相関関係をもたないと思われます。ですから乙報告の工業化率

と貿易構造とは．一概に云々できないと思うのです。

日比野 ：ζ指摘の点．今後の課題にと思います。それから私は．日本の貿易に伴う

工業製品の増大IC関して．わが国も世界の一員として目国際協調の上で産業構造を考

えねば．より一層の発展はできないと考えています。

藤井 ：どうもありがとう ζざいました。それでは松永先生から片野先生あてお願い

します。

松永： 貿易摩擦につきまして．片野先生は．わが国が外国とうまくやるには．経済

成長率を他の国並iとすると良いのではなし、か，との乙とだったようκ伺いました。し
かし．そうすれば果して貿易黒字の余剰は．小さくなるのかという疑問があります。

内需を拡大して成長率の維持あるいは上昇を．という議論も多いようですが．乙れと

の関連をどう考えればよいのか。また目現在わが国経済は．輸出過剰の経済でありま

す。従って．成長率を押えれば．かえって五月雨的iζ増加する感じがします。

第2IL，国際的iζ産業構造の調援を円滑化するためには。為替相場の伸縮性を確保

するのみならず．貿易経常収支の均衡を図らねばならない。と乙ろが．現実には貿易

黒字は増えるばかりです。 一体どうしたらよいのか。発展途上国をもっと援助するた

めに．どうすればよいとかについてもと意見を賜わりたい。

片野 ：第l点目ですが．私は成長率を下けーるとは言っていません。ただ．輸出の急

速な拡大iζ対する先進諸国の制裁が強力に行われれは句．日本は経済の底が非常に浅い

ので．大打撃を被る可能性が高し、。それを避けるべきだと言いたかったのです。また．

内需拡大については．現在民間企業の稼動率．手IJi閏率が下がっていますので．それ程

期待できないでしょう。

先進諸国の経済を良くするために．もっと大きな枠で考えるべき乙とは．安定した

大規模な有効需要を拡大するという乙とです。海外投資を増やして途上国の購買力を

高める方法とか．どうすれば海外投資を円滑に行えるか． 投資リスクを小さくする方

法などを考えねばなりません。それから途上国の国策として．フェード・アウト政策

が非常K強力K出されていますが．本固において． 比較劣位Kある産業なら．経験的

に言って投資意欲は抑制されないと思います。
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2番目の点については．私も．おっしゃるとおり困難な問題だろうと考えています。

藤井 ：「国際経済と港の動向」というテー？に対し．だんだんと問題が絞られてき

たように思いますが．次』ζ関連するフロアーのと質問をおりまぜながら．パネラ 一同

志による討議を始めます。辰初IC原口さんに． 、コンテナ時代を迎えながら．港はどの

ようになっていくのかお話し願いたい。

原口．世界経済の変化の中で．私ども名古屋港の管理運営IC.重要な問題といえば．

将来のエネルギー需要の変化に関する問題であります。次IC，産業が途上国Ir移行し

て新しい付加価値の高い産業が．地域別κ多様化する乙とに対する対応の問題．もう

一つは．世界各地の経済成長のシェアーに関する地域的変化が，同時K起ってくると

いう問題です。

第 lの問題ですが．将来の見通しは難しいものの．原料・燃料iζ関しては．船が専

門化・大型化していくでしょうから．乙れをいかに受けいれるべきか考えねばなりま

せん。また．大切な問題と して先端技術の進展があります。情報システムの発展と合

わせて．テレポート等新しい港の姿が浮きぼりになっておりますので．都市の中枢管

理機能と一体的lζ港を考えてし、く必要がありましょう。

第2.第3の産業再編成や経済成長シェアーの地域別配分の変化につきましては．

海陸空複合一貫輸送の進展が出てまいります。その場合．港湾は他の輸送手段と補完

しあいながら．背後圏の産業活動iζ寄与していくと思われます。その意味で私は．複

合一貫輸送の進展は．コンテナ化の対応というような形を伴うだろうと考えるわけで

す。

藤井・ ありがとうございました。次に岡野先生からど意見をいただきたい。

岡野 木村先生からの，運送産業と港湾管理者に対する規制緩和は．ど乙まで可能

だろうかというと質問と関連して，所感をと思います。

国際的な輸1差態様の変化による港への影響が．各々異なった形で現われてくる時IC. 

変化lζ対して，中央の役所で統一的K対応できるかと、うか疑問です。国際的な港間競

争の中では．各々の港が何をすればよいのかを自分て－対処すべきで．その障害となる

規制は，はずしてし、く外ないと思います。総合交通体系の中で．港が位置づけられる

姿というのは．どういう港湾をどのように造って運営するか．にかかると考えるので

す。

港は公共絡設ですので．マネージメン 卜について．国は一定の規格でできる指導は

必要としても．それ以外は．港を実際運営し．また．使用する側IC委ねなければ．国

際競争に対応できない。

藤井：柴田先生．海運の方からはし、かがでしょうか。

柴田 ：その前に．高見先生から．アメ リカ海道との競争は，私の報告以上K蛾烈な

のだというペーパーをいただきました。私も認識していますが．社会主義ブロック ．
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発展途上国と中進国の海道とあわせ， 3つのジャンノレlζわたって．海運競争を把握せ

ねばならないと改めて確認しました。

さて．本題ですが．競争条件は物財生産の場合と ，港湾や運送といった輸送サービ

スの場合とはかなり違うように思います。前者はコス ト低減によって収益率の上昇を

図ろうとしますが．後者の方は宅配便のζとく小まわりのきく輸送体系が．現在非常

に収益性が高L、。乙の乙とは．大なり小なり港にもあてはまるのでありまして．ただ

巨大な港だけが生き延びるというのではなく ．多様な需要iζ適応できる港が生き延び

られると恩うのです。

たしかに海陸一貫輸送といった語が脚光を浴びていますが．それだけではいけませ

ん。その限りでは．港湾活動の隣路になっている規制は，修正する必要があろうかと

存じます。ただ．規制をせずに競争だけがベターかといえば，乙れは考えてみるべき

だと考える次第です。

藤井 ：片野先生，港iζ関連してし、かがですか。

片野先程からのご討論iζ出てきたように．先進国を含め各国とも工業化には熱心

でも．港湾については不十分なととろが多い乙とは確かです。経済発展を達成するに

は．少くともインフラストラクチュアを充実させた上で．それに見合った産業設備を

確保せねばならないと思います。

それを前提としますと．先進国においては．新しい輸送体系をいかに組み込み，い

かに港湾施設を改善するかという問題．発展途上国におきましては．港湾施設をもっ

と充実していかなければならないという問題があります。

原口 和泉先生からζ質問が乙ざいました。お答えします。

名古屋港の特IC専門ふ頭の造成IC対する国の補助について．乙れは自動車専用ふ頭

の場合はありません。 トヨタ専門ふ頭での船内荷役は．一般の港湾業者が下請でやっ

ております。

それから．専門ふ頭に対する港湾管理者の管理が及ぶ範囲についての乙質問ですが．

水面管理が主たる管理範囲だと恩われます。

藤井 ：以上で討論を終らせていただきます。ご討議を通して，現在当面している日

本の国際社会における経済や貿易上の立場．世界の動向とその中での港の周辺環境．

港湾の主体的経営等々に関する諸問題が．はっきりしてきたと思います。柴田先生の

言われた乙れから討論せねばならない多くの課題がある。岡野先生は，かつてのよう

κ政府が「乙うあるべしJと．港湾の発展を規格化する時代ではなく，今は．いかに

各港で主体的な経営をするかという問題もありましょう。また．片野先生からは．厳

しい国際情勢の中で．発展途上国の状況にも注意しながら．港湾や海岸の問題を考え

ていくべきであろうとのど指摘もありました。

新しい時代にふさわしい港湾のあり方をさぐろうという方向で，各々について．あ
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る一つの流れというものが．おわかりいただけたとすれば幸いに存じます。

長い間どう もありがとうございました。
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昭和59年度第23回全国大会は10月31日（水） ～11月2日（金）の3日間．名古屋港

ポートヒ‘ノレを中心にして開催された。

本大会の共通論題は「国際経済と港の動向Jと題し．国際経済情勢の変化を背景と

する港湾活動の基本的問題等が多角的ICとりあげられ．シンポジュームでは．乙れを

基にして活発に討論がなされた。 （乙の点については．本号年報に収録されているの

で併せて参照していただきたし、）。

自由論題IC，主として港湾管理の経済性の追求を目的とする情報システムの現況句

地域活性化の視点からの港づくり． 「水域研究．公有水面埋立行政問題．そして高度

情報化社会における港湾産業の動向などについて報告，発表がなされた。

会期中は．例年通り「港湾見学会J, 総会．懇親会等がもたれ＇ 100余名の参加者

があり．有意義な大会であった。今大会では．とくに中部部会関係者をはじめ．名古

屋港管理組合等関係者各位のど尽力のもとに開催されたことを心から深く感謝いたし

ます。

研究報告会

自由論題（報告35分．質問10分）

名古屋港船舶入出港システムの現況と今後のシステム開発 永井武 司

（名古屋港管理組合）

地域活性化をめざした港湾づくりに関する一考察 ー ーーーーー金井 m 造

記念撮影・昼食

水域に関する研究ー

一一佐世保港を事例として一一

公有水面埋立行政と環境保全

行政組織行為と法的観点を中心に一一

為国豊治

（地域計画 ・建築研究所）

。中本昭夫

（佐世保市）

香 川 正俊

高度情報化社会における港湾産業活動ーー・・ 一ー ーーー松橋幸

（横浜港湾カレッジ）

共通論題 （報告40分）

国際海上輸送革新と港湾管理ーー・ー… ・ー… ・… ............原 口 好 郎

名古屋港の場合一一 （名古屋港管理組合）



第23回全国大会（名古屋） 概要 223 

外部環境の変化と港湾経営ー ••• •• ••• ・・・・・・・・・・ ......岡野行 秀

（東京大学）

国際海運の変化と港湾…・0・ー ー・・・・・・…・ー…ー・ーーーー柴 田 悦 子

（大阪市立大学）

昼食 ・休憩

国際化の中の産業の発展と港湾 ー・・…－－……ーー ・・8比野光伸

（名古屋港管理組合）

自動車産業による資本輸出と港湾一…・………－－－ ー …千須和富士夫

一一世界資本主義の現段階一一 （港湾都市情報サービス）

世界経済の中の日本経済ーー .....・...・ …ー…・ーーー ........片野彦 二

一一港湾経済の背景 （神戸大学）

シンポジューム（共通論題 国際経済と港の動向）

司会藤井 隆

（名古屋大学）
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部会活動状況

〔関東部会〕

昭和60年より. 3回の研究会を開催しましたが．その主なテーマは次の通りであり

ます。

11）昭和60月1月26日（土）午後 1. 30～3 .30 

（於日本港湾協会参加者14名）

テーマと発表者

付）横浜港の現状と開発計画

宮沢康生（績浜市港湾局）

（ロ） 日本築港史IL於ける野中兼山の意義

安彦正一

(2）昭和60年4月27日（土） 午後 1. 30～7 . 00 

（於日本大学会館参加者26名）

テー7 と発表者

（イ）産業構造の変化と倉庫機能について

谷端政嗣（東京商工会議所）

（ロ） カナダの港と社会文化

荒木智種（日本医科大学）

研究発表の終了後．日本大学会館内ICて．懇親会（ 5 .00～7 .00）を行いました。

部会では．懇親会が今まで開催された乙とが無かったようで．懇親の意義があったか

と思いました。

(3）昭和60年7月20日（土）午後 1. 30～4. 00 

（於日本港湾協会参加者15名）

（イ） 中国の14の新しい開放港湾とコンテナシステムについて

高見玄一郎（横浜港湾経済研究所）

（ロ） 横浜港の豪華客船史

寺谷武明（横浜市立大学）

（イ）の報告は．高見氏が団長となり， 5月5日～16日間中華人民共和国交通部とのシ

ンポジューム・視察等』とより収集した資料をもとに報告された。

3回の研究会を開催したのであるけれども．比較的．出席者が限定されており．多

数の方々の出席を期待すると同時IC，どしどし発表希望をして戴きたいと思います。

（文責 ：山上 徹）

〔関西部会〕

(1）第l回研究会 昭和59年12月7日 参加者23名

テーマ及び発表者

公社埠頭経営の現状と問題点



部会活動状況

神戸港埠頭公社小合彬生氏

(2）第2回研究会 昭和60月9月138（予定）

テーマ及び発表者

中国港湾視察及び日中港湾研究シンポジュームに参加して

田中省三，柴田悦子．豊島兼人

〔中部部会〕

(1) 昭和59年6月19日．理事会開催
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(2) 昭和59年8月24日．総会・研究報告会・名古屋港見学会を開催。研究報告テー

？と報告者は上記の通り。

① 「名古屋地域経済の活性化とわが国の輸入拡大のためのフ リー・トレード・ゾー

ン創設の検討」 （愛知学院大学．石瀬隆）

②「アジアNICsの貿易事情と港湾の関わりJ （名古屋市立大学．内藤能房）

また名古屋港見学会は，名古屋管理組合の港務艇 「ぽーとおぶな乙やJILて，

港内および自動車専用ふ頭に上陸．トヨタ名港センターをも見学（昨年度記載

と一部重復）。

(3) 昭和59年10月31日～11月2日．第23回日本港湾経済学会全国大会の開催港とし

て大会準備委員会（委員長．松浦茂治）を組織し，成功樫IL開催終了。本的会よ

り同大会研究報告会には3名が研究発表を行った。なお本大会に際しては名古屋

港管理組合．愛知県．名古屋市．名古屋商工会議所．名古屋港利用促進協議会等

からの支援が与えられた乙とを感謝する。

(4）昭和60年3月31日，部会報「港湾研究JNo. 6を発刊．掲載論文テーマおよび執

筆者は．前記（2）①②と同様。

(5）昭和60年8月23日，総会．研究報告会を開催。研究報告テーマと報告者は下記

の通り。

「ロンドン・ポー卜・オーソリティにおける会計報告の方法について」 （名古

屋商科大学）永戸正生

「多国籍企業の視点と港湾ー「丘代化を模索する中国経済を中心として一一J

（名古屋港管理組合）日比野光伸

「欧米における港湾の人文地理的学研究の動向J（名古屋大学）林 上

「中部圏9県の経済構造と移出入構造の分析J（名古屋大学）真継 隆

（文責木村武彦）

〔北海道部会〕

昭和60年度第l回研究会を下記によって開催する。

日時 昭和60年9月27日

場所 北海道経済センター5階．石狩開発脳会議室
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（報告テーマ・報告者）

1 フランスの港湾事情

一一 "7）レセーユ． ラロシェノレ港他ー一一

筒浦明（北海学園大学）

2.北海道大洗間フェリー就航その後

・ー…永瀬栄治（室蘭開発）

3 港湾考察訪中団参加報告

一一北京シンポ ・大連．上海港・黄河問題その他ーー

神代方雅（クマシロ・システム設計）

徳田欣次（旭川大学）

北海道部会は昭和41年5月設立．明年で20周年を迎える。記念出版．新たな共同調

査（空港を含む）を計画している。

（文責．徳田欣次）

会員言卜報

佐藤佳年先生昭和59年4月11日 死去

鈴村昌弘先生昭和59年12月i日 死去

溝口玲樹先生昭和59年12月6日死去

野村寅三郎先生昭和60年1月22日死去

今村 理先生昭和60年4月9日死去

白山板、三郎先生昭和60年9月20日死去

あらためて先生方のと冥福を祈ると共に，

乙遺族の乙平安を念じます。
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韓園港湾経済学会の発足

1982. 7. 15 日本文部省のζ斡旋に依り韓園学術団代表として，現，韓園港湾経

済学舎富I］合長金在河教授が渡日，現．東京経済大学学長および補職教授との晩餐をかね

た懇談舎と文部省当局と，現，園際商科大学理事長金子恭蔵先生との大倉ホテルでのレ

セップションの席で文部省当局からの日本港湾経済学舎のど紹介を契機IC，斡図ソウJレ

市立大学教授金洪基博士と韓園港湾経済学舎設立を構想，日本港湾経済学舎に書翰発送

の回答として同年8月20日日本港湾経済学舎事務局長からの詳細なる書翰とともIL学術

論文集及パンブレッ卜を入受同年12月25日東南亜諸図の大学研修舎に金在河教授の招請

講演の帰園とともに韓園港湾経済学舎発起人署名を金在河教授と金洪基教授の全閣の大

学巡震発起人署名運動開始

1983. 2. 日本港湾経済学舎舎長北見俊郎教授からの激励と多数関係の書籍と

1984. 3. 7 

1984. 3. 27 

1984. 6. 30 

親筆書翰IC依る韓日学術交流IC合議

韓図港湾経済学舎準備創立代表金在河教授，金洪基教授，本卜餅洪教

授の名儀IL正式公告と発起人団構成

朴餅洪，国光大学校商経大学長，経済学博士のあっせんlとより現，

韓国港湾経済学舎の創立大舎を施行橡定を発表したが固光大学校の

事情により延期

韓国港湾経済学舎発起人総合と倉I］立合開催

1 ) 仮称韓園港湾経済学舎発起人金在河教授とともK32名，教授一同は同年同月午

後2時全羅北道復里市明宝ホテjレでの創立総舎で舎長iζ朴餅供（固光大）教授D

ffil）合長lζ金在河（主主回専大）教授，雀丁達（慶尚大学）教授，曹寿鍾（忠北大）

教授を選任，理事選出は合長団iζ委任決定

2) 舎長団は学舎運営に必要な財政を拠出する乙とに決議
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3) 韓国港湾経済学舎の任員と理事を選出した

一一＿l.主＿j;_l__~一一里一一一 一一一上ιι上＿＿＿＿！！［一一旦
顧 問 高t量刑 思術院合員高陽大患終 1!ll 事 関目白毛 仁川大娘
命 長 キト餅世主 圃光大事綬 ” ヰト係省 高鹿大根綾
期曾長 曹お鍋i 忠北大事使 ，， キトF事秀 8町南大型綬
” 皆丁謹 慶尚大穆検 ” 房再錦 繍領海理伎術院

” 金在河 雪回大接 ，， 白E主主主 西江大甥柊

常任理事 宋続鏑 圃光大祭綬 ” 舗:tf>k R山水E主将門大祭
厚． 1~ 委"11.傑 馬山大串 ” 貰；）＜.盆 朝鮮大事校

” 斐元側 悌関海洋大惨 ” 金亨貌 夜細需品ij]r荷

” 金千揃 木 li1l大~ II if;秀雄 字星術；哩rm
” 金街中 廊水水P'f..~＇i 門大内F II ~If語。目！ ”阿煎j，宅被術院

” 金洪IA ペ合市立大峨 監事 If' 4t 'i' 中央大県ti)'
” 南金側 牧明大原

1984年7月7日 1984年度第1次舎長団舎議開催

1984年度第l次合長団舎議をソウノレ進明文化社で・7月7日開催，理事一般合員加

入，学舎の全運営に対して下記の如く合議した。

1. 第1次学術発表大舎を 1985年2月中iζソウノレで開催する乙とに決議した。

2. 1984年度第1次理事舎を7月27日午後2時進明文化社で開催するととに合議

した。

3. 金在河副合長の帰国報告IL日本港湾経済学舎のニュース紹介と‘日本港湾経

済学舎の個人入舎と将来縁日学術交流大倉閲催に対しての事情IC対して北見

合長からの伝達があった。

1984年7月27日 1984年度第1次理事舎開催

1. 1984年度lζ学舎誌700部発刊，舎員及び学界と実業界又各大学の図書館に配

布した。

2. News Letterを発刊して学舎の近況および、学界動静を掲載して学舎弘報活

動に主力する乙とにした。

3. 学舎（機関舎員を含む）確保のため積極的な弘報活動を通じて 100名の合員

を増大する乙とにした。

4. 学界の施行細則を定立した。

5. 理事lζ線図海運技術院（機関合員）外2個の業体とキ卜椿浩（高麗大学校）教
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授外IL:2名を理事IL追加選任した。

6. 日本港湾経済学舎に韓崎港湾経済学舎副合長金在河教授の日本港湾経済学舎

名古屋学術舎への招請状が北見俊郎曾長から私信とニュースレターがおくっ

てきた。

1984年8月6日 第 1次学術発表大舎原稿執筆依頼書を圏内外発送した

韓図港湾、経済学舎副舎長からの日本港湾経済学舎舎長北見俊郎教授へ特別招請書

翰発送した。

1985 2月27日 第l次学術発表大舎と定期総舎開催

第l次学術発表大倉および定期総合開催。

第1次学術発表大舎および定期総舎を 1985年2月27日午前12時韓国海運技術院で

100名以上の合員参席の中IL盛大に開催した。

第l次学術発表大舎内容

基調論文

論題：港湾経済学の認識と課題 ー港湾経済学序説一

発表者： 朴餅洪 （韓園港湾経済学舎合長）

第 l発表

3命題： Containerizationand Port Requirements 

発表者： 房際錫

第2発表

（韓園海運技術院）

論 題 ：釜山港コンテナ貨物の流通改善方案IL対しての小考

発表者 ： キ卜 畠式 （安城燥大）

第3発表

論題：積荷保険においての保険期間IL対しての考察

発表者： 金千植 （木浦大学）

第4発表

論題：REGIONALDEVELOPMENT OF PORT FUNCTION 

-Centering around case study of west coasta一
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発表者： 金在河 （警回大学）

1985年4月7日 白本港湾経済学舎から 1985年度10月の大阪学術大舎へ論文執筆

と研究発表を韓圏港湾経済学舎副合長金在河教授特別招請に快くしようだくした。

1985年8月5日 韓劉港湾経済学界則合長金在河教授は8月5日～8月12日迄1週

問主象定で日本港湾経済学舎礼訪濠定。日本園舎長をはじめ理事団への人事訪日橡

定，および図際学術大舎に対して相談目的のための渡白旗定

1985年7月7日 韓園港湾経済学舎副合長金在河教授の日本港湾経済学舎での発表

論文と韓園港湾経済学舎のニュ スレター発送

執筆者プロピル金洪基博士（ソウノレ市立大学）

韓園港湾経済学舎理事

緯図港湾経済学舎発起人代表

ソウル市立大学 2部部長教授
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編集後記

経済 ・社会の動きは大きく変化し，経済における効率性と社会における個

人性のニーズは従来にもましていっそうつよまっており， そのあらゆる面で

競争と，多様化がよりし、っそう浸透している一一たとえば，今日の 「軽薄短

小」化現象lζシンボウイズされている生産 ・流通面でのコス ト引き下げ競争

（乙れは別な面からみれば消費面での需要の多様 ・拡幅傾向の反映でもある）

はいうに及ばず， 「住 ・交 ・教Jの面でも需要選択はますます多様化してい

る一一一。

経済 ・社会における需要面での拡幅のある変動は，企業経営にとって大き

な不安定要因である乙とはし、うまでもない。そうした需要条件に弾力的K対

応しえない企業一ーとくに中小企業 が市場から撤退していく状況は「競

争現象」の投影ともいえるであろう。企業がいったん市場から撤退してしま

うと，余程の再建計画等の戦略がない限り供給グループとして参加する乙と

はできないであろう。その意味では，企業経営にとって，需要条件の大きな

変動は「生」と 「死」の命運を分けるシアリスな要因といっても過言ではな

いであろう。今日，社会的K広く問われている企業経営の活性化の意味も，

一つには， 「需要追随型」から「需要創出型」志向へ大きく転換する乙とを

めざす乙とにあると思われる。

港湾における企業経営，なかでも公私共同企業体による企業経営と， 「港

務局J方式の管理運営は財務管理，労務管理あるいは業務管理などの面で，

なお多くの問題を抱えているといわれており，その意味からすると，政策的

にもさきにみた活性化の理念、は，とりわけ乙の両者の実態に照して検討され

る乙とが必要であろう。第8回大会 (1969年） 以来16年めに開催された，乙

乙「大阪港大会Jでの共通テーマ「港湾活性化と都市再開発」のもつ意義は

きわめて大きく，それだけに会員の課題報告は広く注視されるはずであり，

いっそう深く掘り下げた討論が活発K行われるととがのぞまれるであろう。

時間等の諸制約のなかで本号のために寄稿された方lζ厚くお礼を申し上げ

るとともに，編集作業のうえでの不備な点等は深くお詑びいたし，今後の編

集課題と併せて本年報のいっそうの充実に努めて行きたいと思う。

（文責 ・富田）

（編集委員） 小林照夫，柴田悦子，徳田欣次，富田功，松橋幸一，山上徹



．日本港湾経済学会のあゆみ

1962年創立総会および第 l@J大会開似（横浜港）

1963年第2回大会（東 Jit 港） 共通；命題（港湾投資の諸問題）

1964年第3回大会（神 戸 港） 共通論題（経済発展と港湾経営）

1965年第4回大会（名古屋港） 共通論題（地域開発と港湾）

1966年第5回大会（新 潟 港） 共通論題（日本海沿岸における港湾の諸問

題と将来）

1967年第6回大会（北九州・下関港） 共通論題（紛送の近代化と港湾）

1968年第7回大会（小樽・道央諸港） 共通論題（流通体係の斉合性と港湾の近代

化）

1969年第8回大会（大 阪 港） 共通論題（大都市港湾の諸問題と将来）

1970年第9回大会（清 * 港） 共通論題（流通革新と ~ii.Ji経営）

1971年第10回大会（機 浜 港） 共通論題（広域港湾と港湾経営の諸問題）

1972年第11回大会（神 戸 港） 共通論題（輸送システムの変革と港湾運営）

1973年第12回大会（名古屋港） 共通論題（港湾の近代化と地峨経済・社会）

1974年第13回大会（長 崎 港） 共通論題（地方港湾の役割と課題）

1975年第14回大会（千 葉 港） 共通論題（港湾と物価問題）

1976年第15回大会（那 相 港） 共通論題（港湾絞J営と財政問題）

1977年第16回大会（東 尽 港） 共通論題（港湾と都市問題）

1978年第17回大会（札幌・道央諸港） 共通論題（地域開発と港湾問題）

1979年第18回大会（神 戸 港） 共通論題（都市と港湾）

1980年第19回大会（佐世保港） 共通論題（人間生活と港湾）

1981年第20回大会（倹 浜 港） 共通論題（都市経済と港湾経営）

1982年第21回大会（富 山新港） 共通課題（地方港湾の構造と課題）

1983年第22回大会（絵 山 港） 共通論題（輸送体係の変化と港湾）

1984年 第23回大会（名古 屋港） 共通論題（国際経済と港の動向）

1985年第24回大会（大 阪 港） 共通論題（港湾活性化と都市再開発）

港湾活性化と都市再開発
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